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     「中国の産業用ロボット・生産設備産業の動向と可能性」（6月28日）
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　◎　ERINA 賛助会員・購読会員のご案内
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　季節が春から夏に移ってくるとともに、北東アジア各国の活動もひときわ活発に
なってきたようです。編集子の方は恐縮ですが早めの夏季休暇に入らせていただき、
次回の『北東アジアウォッチ』は1週間遅れての発行となります。何卒ご容赦くだ
さい。（編集長）
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　━━　ロシア極東情報　━━

  ◇  ヤクーチアで国内唯一のダイヤ原石の小分け販売事業を発表  ◇

  ヤクーツクで、ダイヤモンド原石の小分け売りプロジェクトがロシア国内で初め
て発表された。これは、宝飾業界の健全化を可能にすることだろう。サハ共和国
（ヤクーチア）のアンドレイ・パノフ産業・地質大臣がTASS通信にこのように語っ
た。
  パノフ大臣の説明によると、多くの研磨工房や宝飾会社は目下、厳しい経済状況
にあり、ALROSAから標準ロットを購入することができない。そうするためには、彼
らは相当の融資を受けなければならない。「このプロジェクトによって、地元の宝
石商や研磨業者は小ロットでダイヤモンド原石を仕入れ、かつ、自分が特に興味の
ある、研磨して需要が出るような品を選ぶことができる。結果的に、完成品の原価
が下がり、工場や企業の利益が拡大し、彼らはその利益を生産活動に再投資して着
実に製造量を増やし、新たな雇用を創出し、納税額を増やすことができる」と大臣
は述べた。
  説明会ではダイヤモンド原石が38種類（101個）のロットで紹介された。1カラッ
トの値段は130〜1400ドル。一方、ALROSAは自社の商品を120カラットひとまとめで
（石の品質は様々）6万ドルで売っている。（タス通信5月31日）

  ◇  中国商工会がロシア極東への投資の誘致に協力  ◇

  ロシアと中国の企業間協力の強化を目的とし、両国間の交流の安定化、連携の拡
充を可能とする専門的で効果的な場ができそうだ。これに関する合意文書が極東投
資促進・輸出支援局と中国機械・電子製品輸出入商工会議所によって署名された。
  この合意書の枠内での協力は、互恵的なものとなるだろう。中国企業は、投資家
に対する税制その他の特恵待遇（特に、電気代はアジアで最も安い）が見込まれる
ロシア極東地域に、製造施設を開設することができる。
  合意文書の署名は、モスクワで開催中の第8回中ロフォーラム「対中ビジネス−
新時代の戦略−」で行われた。このフォーラムは中ロ協力関連の最大規模のイベン
トの一つで、見本市「China Commodity Fair」（高級中国製品の見本市）の枠内で
開かれている。（ロシア連邦極東開発省5月31日）

  ◇  ガルシカ大臣がBRICS銀行頭取と会談  ◇

  アレクサンドル・ガルシカ極東開発大臣はサンクトペテルブルク国際経済フォー
ラムの枠内で新開発銀行（通称BRICS銀行）のクンダプール・バマン・ カマト頭取
と会談した。両者はロシア極東の大型インフラプロジェクトの資金調達で協力する
可能性を協議した。
  ガルシカ大臣は、ロシア極東で現在、新開発銀行が関心を持ちそうな2つの大型
インフラプロジェクトが進行中だと述べた。そのうちの一つは国際輸送回廊「プリ
モーリエ1」、「プリモーリエ2」だ。大臣によれば、両輸送回廊のインフラ整備
（自動車用道路、鉄道、国境横断路）への投資金額は50億ドル近くだと試算されて
いる。専門家の分析によると、投資収益率は少なくとも10％になるだろう。モーダ
ルシフトのポテンシャルは2030年までに最大で年間4500万トンとなっている。中国
の荷主が「プリモーリエ1」、「プリモーリエ2」を利用した際のコスト削減の総額
は、年額10億ドルとみられている。
  次に重要な「世界の物流地図を変えつつある」（ガルシカ大臣）インフラプロジェ
クトは、北極海航路（NSR）だ。「NSRでの輸送が南方ルートよりも有利になるニッ
チは、北東アジア（中国、日本、韓国）と北欧（特にロッテルダム、ハンブルク、
その他の都市）の間のコンテナ貨物のトランジットだ。その有利さとは時間の節約
だ。従来のスエズ運河とパナマ運河経由のルートよりも、最大で9日間速い」とガ
ルシカ大臣は説明した。
  最適化された北極海コンテナ航路の物流スキームが作成された。これは、ペトロ
パブロフスク・カムチャツキーとムルマンスクの2つのハブ港（この区間では耐氷
コンテナ船によって輸送が行われる）と、欧州及びアジアの最終仕向港までの支線
航路で、燃料消費を最低限にする。「必要な投資の金額は20億ドル程度。これは2
つのハブ港のインフラ施設と7隻の北極海航路用コンテナ船の建設だ。試算の結果、
投資収益率は回収期間8年で13％になる」と大臣は述べた。
  ガルシカ大臣はさらに、極東開発省では目下、ロシア極東全土のインフラ総合整
備計画の作成が終わりつつあり、それは提示されたプロジェクトへの参入の可能性
を探るために新開発銀行に渡される、とも述べた。
（ロシア連邦極東開発省6月2日）

  ◇  ユダヤ自治州はイスラエルとのビジネス関係構築に意欲  ◇

  ユダヤ自治州に、イスラエル人観光客向けの初めてのコーシャ（カシェル）ミー
ル・レストランができる。サンクトペテルブルク国際経済フォーラムでのタス通信
のインタビューで、アレクサンドル・レビンターリ知事がこれについて語った。
  「イスラエル人観光客のほぼ60％がオーソドックスな宗教観を持っていて、ビロ
ビジャン市内に彼ら専用のレストランが建設中だ。既に州内にはユダヤ料理のレス
トランはあるが、コーシャミール・レストランは別物だ。それは我が州初となる」
と知事は話した。
  レビンターリ知事は、ユダヤ自治州とイスラエルとの交流は、人道的、慈善的交
流の枠を出なければならないと指摘。有望な交流分野として、農業、グラファイト
素材の使用での革新的技術、イスラエル人医師の立ち会う遠隔医療、ロシア語を話
す教授が指導する遠隔教育、水産養殖を挙げた。
  知事によれば、2017年9月にユダヤ自治州でユダヤ文化フェスティバルが開催さ
れ、駐露イスラエル大使やイスラエルからクリエイター集団が参加するという。
（gorodnabire 6月2日）

  ◇  まずは沿海地方から電子ビザを導入  ◇

  政府決定によると、外国人に電子ビザでの入国が許可される最初のロシア極東の
地域となるのは、沿海地方だ。ウラジオストクの国際空港と港の検問所は8月1日ま
でに、観光客の殺到に備え体制を整える。外国人が電子ビザを申請できるロシア連
邦外務省の専用サイトも、この日までに始動する。
  第2段階（来年まで）では、ポグラニチヌイ、ハサン、マハリノ、ポルタフカ、
トゥリー・ログ、ザルビノ、ポシェットの検問所に必要な設備が設置される。ポグ
ラニチヌイ、クラスキノの自動車検問所、ナホトカ港では、改修工事終了後にこの
ビザ制度がスタートする。
  ペトロパブロフスク・カムチャツキー、サハリン州コルサコフの簡易ビザ制度は
来年から開始される予定だ。ハバロフスク地方とチュコト自治管区の電子ビザ導入
期日はまだ決まっていない。（DV.land 6月5日）

  ◇  メドベージェフ首相がルースキー島の開発構想を承認  ◇

  メドベージェフ首相は、ルースキー島の開発構想を承認したことを5日の副首相
との会合で報告した。全構想の実施は2段階になるとみられている。2017〜2022年
には、道路や公共インフラの建設等、民間投資の誘致環境が整備されることになっ
ている。また、第1段階は会議・展示会場やホテル、オフィスのインフラを備えた
国際協力センター、核医学センター、ルースキー島の生態系を生かした観光・レク
リエーションセンター、ウォーターパークを備えた多機能型ファミリーセンター、
複合観光施設「ウラジオストク要塞」、イノベーション・カルチャーセンターも含
んでいる。
  第2段階は2023年から2027年までにわたる。この段階は、投資プロジェクトの実
行、テクノロジー・イノベーションパーク、極東連邦大学及び全島のインフラ整備
を視野に入れている。インフラ整備作業のための資金は連邦が「極東・バイカル地
域社会経済発展」国家プログラムの枠内で拠出する。同時に、投資プロジェクトの
実施のための公的資金は申請された民間投資金額の30％を超えない。
  ユーリー・トルトネフ副首相はこの会議で、現時点で既にルースキー島開発関連
の民間投資家との合意文書が8件締結済みだと指摘した。極東造船・船舶修理セン
ターエンジニアリング・センターの建設、さらに水産養殖分野の発展のためのバイ
オテクノパーク、核医学センター、スポーツ複合施設、ホテル複合施設、複合型温
浴施設、「ロシアグリッド」プロジェクト・オフィス、レストラン、ホテルが見込
まれている。今日現在で、およそこれだけの内容で、投資総額は530億だ。
（Vostok-Media 6月6日）

  ◇  ロモ間の「肉の回廊」が再開される  ◇

  サンクトペテルブルク国際経済フォーラム2017の枠内で、モンゴルとロシアは、
モンゴル産食肉の対ロシア輸出の単なる再開のみならず、増大を可能にする協力の
拡大に関する複数の文書に署名した。特に、両国の農業省は家畜病予防ワクチンの
供給について合意した。これにより、衛生監督問題を解決することができるだろう。
これで、ブリヤートの食肉加工企業は再びモンゴル産原料を使い始めることができ
ると、Burunen通信は報じている。
  口蹄疫、羊痘・山羊痘、小型反芻動物のペストのような危険な病気に係る厳しい
状況を踏まえ、2017年1月12日からモンゴル産食肉のロシアへの輸入が規制されて
いる。この禁輸の影響を受けたのが、数十年間、主としてモンゴル産原料を使って
きた（株）ブリャトミャスプロムだった。衛生監督問題を解決して規制を解除する
ために、ロシア側は400万本のワクチンを供給する。農家へのワクチンの直接供給
は、モンゴル食糧・農牧業・軽工業省が担当する。
  さらに、両国の企業は合弁食肉加工工場の建設について合意した。これにより、
モンゴルからロシアへの食肉および食肉加工品の輸出を拡大することができる。
（Asia Russia Daily 6月6日）

  ◇  日本企業の出資で沿海地方に大型製材所  ◇

  沿海地方ハサン地区に大型の製材工場ができる。建設するのは、ウラジオストク
自由港に入居する港湾荷役『スラビャンカ木材ターミナル』だ。
  このプロジェクトの出資者は日本の「飯田グループホールディングス」（IGHD）
で、出資金額は20億1000万ルーブルになる。プロジェクトの実施によって、65人分
の雇用が創出される。
  着工は2017年第3〜4四半期の予定で、生産開始は2019年第1四半期の見込みだ。
これは、木材の処理、板材・角材・その他建設資材への加工に必要な原木の製材の
設備を備えた複合体だ。生産力及び材料の加工量は30万立方メートルになる。会社
は木屑をバイオ燃料（チップ、ペレット）に加工することにしている。
  「スラビャンカ木材ターミナル」を管理運営する「ファーストウッド・プリモリ
エ」社の岡田社長によれば、乾燥木材はすべて、ロシア国内市場と日本、中国、韓
国、その他の国々に供給される。「当社はロシア極東の低層住宅建設市場にも参入
するつもりだ。沿海地方で調達する木材は現地で加工され、地域の住宅建設にも使
用されるだろう。ウラジオストク自由港の制度によって、我々はこの投資プロジェ
クトを最大限効率よく、最短期間で実行することができる」と社長は話している。
（ロシア連邦極東開発省6月9日）

  ◇  ウラジオの水産市場建設事業に日本企業が参入か  ◇

  日本企業の「喜代村」がウラジオストク市の水産市場建設に参入するかもしれな
い、と極東開発省広報室が伝えた。
  現時点ですでに、コラベリナヤ・ナベレジナヤ通りの旧市街地での水産市場建設
構想が策定済みだ。ウラジオストク市役所からの情報によると、この複合施設は
8000平方メートルほどの市有地に建設される。ラフデザインによると、魚のエイの
形状の施設の建設が予定されている。建物は2階建てで、店舗部分と娯楽部分（カ
フェ、レストラン、寿司バー）があるという。
  沿海地方のセルゲイ・ナスタフシェフ漁業・水生生物資源局長代行によれば、沿
岸漁業割当を持っていて市場に鮮魚を供給したいという企業が既に複数ある。「例
えば『ドブロフロト』社はスケトウダラの沿岸漁獲枠の39％を持っているし、水産
養殖区画も持っている。同社の漁船の一日の漁獲量は最大50トンだ」とナスタフシェ
フ局長代行は述べた。
  極東連邦管区における水産市場の形成はプーチン大統領が課した課題だ。これに
より、新鮮で品質の良い魚製品を市場に行き渡らせることができる。
（インターファクス6月9日）

  ◇  黒龍江省代表がウラジオ市に開設か  ◇

  中国・黒龍江省当局がウラジオストクに代表部を開設することを提案した。
  ウラジミル・ミクルシェフスキー沿海地方知事と張慶偉・黒龍江省党委員会書記
の会談で両地域の協力問題が話し合われたことを、沿海地方政府広報室が伝えた。
この二者会談は黒龍江省での「沿海地方デー」の枠内で行われた。ミクルシェフス
キー知事は、黒龍江省代表部開設の提案に賛同。「このアイデアの実現に全面的に
協力する。この代表部ができれば、もう一つの協力分野である観光の振興を促進で
きるだろう」とミクルシェフスキー知事は述べた。張書記は、沿海地方は中ロ関係
の拡大・発展において重要な役割を担っていると力強く述べた。沿海地方知事は、
9月にウラジオストクで開催される東方経済フォーラムに張書記を招待した。
  ミクルシェフスキー知事を団長とする沿海地方代表団は、ハルビン市で開催中の
第4回中国−ロシア博覧会に参加している。代表団のメンバーには芸術関係者、ス
ポーツ選手、教育関係者、保健・医療関係者、経済界の代表者が含まれている。
（インターファクス6月14日）

　━━　中国東北情報　━━
　
  ◇  渤海湾港湾連盟、盤錦市で発足  ◇

  5月26日、渤海湾港湾連盟が遼寧省盤錦遼東湾新区で発足した。この連盟は、盤
錦港、黄カ港、煙台港、威海港などの港がと共同で提唱し、地域協力と発展
に立脚し、渤海湾港湾と関係企業間との協力・交流を強化し、グローバルな視野で
渤海湾の港湾協力と発展の新しい構想・モデルを企画・探求することを趣旨として
いる。
  近年、盤錦港は規模がますます拡大し、国内8航路が開通し、遼寧省の港湾・鉄
道一体化の実験ポイントになっている。「盤満欧」（盤錦−満洲里−欧州）、「盤
蒙欧」（盤錦−モンゴル−欧州）国際コンテナ列車が相次いで開通し、鉄道専用線
が港湾区内の重点企業につながっている。「第五代港湾」基準に基づき、盤錦遼東
湾新区と盤錦港は内陸港区の開発・建設、あるいは内陸港区との協力・経営を進め
ており、東北・内モンゴル東部地域に向けた便利な港湾サービスを提供し、全力を
あげて北東アジア地域の新しい物流拠点を構築していく。（遼寧日報6月1日）

　カ：うまへん+華

  ◇  ハルビンからミンスクへの列車が開通  ◇

  6月1日9時58分、サニタリー用品・綿布・合成皮革・寝具などを積んだ42個のコ
ンテナで構成されたハルビンからベラルーシのミンスクへの列車が正式に開通した。
この列車はザバイカリスク、イルクーツクなどロシアの主要都市を経由し、1万キ
ロ近くを16日間運行して、ベラルーシの首都ミンスクに到着する。これは中国東部
ルートでミンスクに直通する初めての中欧列車となる。
  哈欧（ハルビン−欧州）国際物流股〓有限公司の曽小瓊（ケイ）副社長によれば、
ハルビンからミンスクへの列車は途中の編制替えがなく、コンテナ列車の税関申告、
国境における保税・積替、国境内外のシームレス接続、高効率で良質な輸送を保証
する。
  この列車の貨物の供給元は現在、紡織製品、サニタリー用品など生活用品が主だ
が、将来的には電子製品など高付加価値の貨物を増加させる。ハルビンからミンス
クの列車の順調な運行は、ハルビン鉄道局と大連港の複合一貫輸送の優位性を高め、
南方の中枢港から大連港に海上輸送し、鉄道でハルビンに効率的に移送すれば、集
荷の時間を短縮できる。
  哈欧公司は2015年6月13日に哈欧列車を開通し、2016年2月27日に哈ロ列車（ハル
ビン−ロシア）を開通した。開通してから今年5月末までに、哈欧・哈ロ列車は累
計357便、1万8030TEUとなった。今年になって輸送量が大幅に増え、2015年と2016
年の輸送量の合計を越えている。（黒龍江日報6月2日）

　〓：にんべん+分

  ◇  中ロ税関結果の相互承認実験プロジェクトが正式始動  ◇

  満洲里税関によれば、5月29日、中ロ税関監督管理結果相互承認プロジェクトが
満洲里−ザバイカリスク国際道路口岸で正式に始動した。
  満洲里税関の関係者によると、監督管理結果の相互承認は相手国税関の監督管理
結果に基づくことを前提とする税関間協力で、中ロ両国が「一帯一路」構想を推し
進める重要な措置だ。このプロジェクトの正式始動は、両国税関の監督管理の効率
を向上し、中国企業の「走出去（海外進出）」を支援する新しいプラットホームを
作り上げた。
  満洲里税関は中国税関総署で青果物の輸出を登録した上で、製品の監督管理結果
の相互承認範囲をさらに拡大させ、中国側輸出製品の範囲をブルドーザー、ホイー
ルローダー、自動車、機械設備などの製品まで広げるとともに、満洲里口岸を経由
して輸入したロシア産木材もその範囲に入れた。協力プロジェクトの実験に携わっ
ている中国企業は6社、ロシア企業は20社に増えた。（内モンゴル日報6月3日）

  ◇  撫遠−ハバロフスク間に大型客船が就航  ◇

  中国の「一帯一路」構想が提唱されて以来、この3年間は沿線諸国の支持と行動
を勝ち得た。5月7日、ロシア側が中国撫遠−ロシア・ハバロフスク口岸間の旅客輸
送事業に大型客船「勝利70周年号」を投入した。大型船の投入は撫遠−ハバロフス
ク口岸間の輸送力を増強させ、中国側との施設連結をさらに進めた。
  今年の明水期（夏の通航期）の撫遠−ハバロフスク口岸間が開通して以来、出入
国する観光客が徐々に増え、チケットが一時的に売り切れたこともあった。より多
くの観光客が中ロの間を順調に行き来し、文化・貿易などの協力と交流を行えるよ
うに、撫遠とハバロフスクは協議の上、新しい大型客船航路を開設した。大型客船
「勝利70周年号」が撫遠−ハバロフスク口岸間の旅客輸送事業に投入されると、中
ロ両国の観光客から人気を集めた。
  ハバロフスク地方は「一帯一路」戦略が国境地域にもたらす発展と変化を実感す
るようになり、政府は今年から交通施設整備に力を入れることを決定した。ロシア・
ハバロフスク地方交通省のセルジュコフ・アルチョーム・ペトロヴィッチ副長官は
「『勝利70周年号』は近代的で安全性の高い旅客輸送快速船だ。この大型船の投入
は撫遠とハバロフスク間の交流の内容をさらに充実させ、われわれの人的往来をさ
らに円滑化する」と紹介した。（黒龍江日報6月8日）

  ◇  綏芬河陸海一貫輸送ルート、成熟期に  ◇

  6月8日、綏芬河で「哈綏俄亜（ハルビン−綏芬河−ロシア−アジア）複合一貫輸
送大ルート常態化運営一周年および濱海一号（プリモーリエ1）との接続推進会」
が開催され、国内外の企業79社が参加した。全線貫通した海陸一貫輸送国際ルート
は、龍江の「借港出海（港を借りて海に出る）」目標を実現した。
  「一帯一路」の国家戦略の推進に伴い、綏芬河は「中モロ経済回廊」建設の結節
都市に、綏東試験区は重点産業園区に定められた。中ロ両国は東北地域と極東地域
の政府間協力委員会を設立し、双方の各分野での交流協力がさらに深まっていく。
  現在、このルートでは3つの輸送モデルがある。中外中、中外外、外中外のモデル
だ。中外中モデルは国内貿易における貨物の越境輸送回廊で、ハルビンを起点とし、
綏芬河を経由して出国し、ロシア・ウラジオストクやボストチヌイ港などの極東港
湾から海に出て、上海、杭州などの中国南方の港湾に到着する。中外外のモデルは、
ハルビンを起点として、綏芬河を経由して出国し、ロシアの港を借りて海に出て、
韓国や日本などの港湾に到着する国際貨物越境輸送回廊だ。外中外のモデルは日韓
の貨物がロシアの港湾を経て北上し、綏芬河と哈欧列車と接続した後、ロシアの内
陸や欧州へ輸送される。
  こうした海陸一貫輸送大ルートの優位性は明確で、距離が縮まり、輸送費が節約
される。固定位置・固定ルート・固定駅・固定時間・固定価格の5つの「定」を掲
げる列車、輸送費用50％削減協力、ロシア港湾雑費の596ドルから270ドルまでの値
下げについて、ロシア側と調印した。綏芬河鉄道コンテナ駅では1日に2328TEUを預
かり、年間15万TEUを積み替えることができ、1年の取扱量は30万TEUに達する。綏
芬河税関は一回の申告・検査・許可という「三つの一」通関モデルを実行し、この
中ロ税関監督管理相互認証制度は通関効率を大きく高めている。「哈綏俄亜」列車
はこれまでに累計66列車7166コンテナ、貨物量は10.7万トン、金額ベースで6.4億
元となった。3年以内には、隔日運行となり、1年に144列車、14400TEUを輸送する。
（黒龍江日報6月9日）

  ◇  遼寧自由貿易試験区大連エリアで初の人材フェア  ◇

  6月12日、中国遼寧自由貿易試験区大連エリアで重点産業分野の人材フェアが行
われた。これは中国遼寧自由貿易試験区大連エリアが発足して初めての人材フェア
で、参加した企業が1876件の就職ポストを提供し、8000人余りの求職者が来場して
企業側と相談を行った。
  今回の人材フェアにはインテル、ファイザー製薬、フォルクスワーゲン・第一汽
車集団、グッドイヤー、ボルグワーナーなど、大連エリアと金普新区の150の大手
企業が参加した。産業別では第二次産業関連の企業がもっとも多く116社、全体の
77.33％を占めた。国別では欧米系企業17社、日韓系企業33社が参加した。企業形
態別では、中央企業5社、民営企業95社（全体の63.33％）で、民営企業が金普新区
で発展していることを表している。1876人分の就職ポストの内、第一次産業は25人、
第二次産業は1375人、第三次産業は476人で、1471のポストは大卒以上の学歴を必
要とし、全体の78.42％を占めた。今回の募集は主に高度人材、研究開発エンジニ
ア、中高層管理人材、高級技術者などのポストに集中し、水準が高い。当日は8000
人余りの求職者が来場して企業側との相談を行ない、681人がその場で内定をもら
い、就職内定率は36.3％に達した。（遼寧日報6月13日）

　━━　モンゴル情報　━━

  ◇  モンゴルが独自の人工衛星第一号を打ち上げた  ◇

  6月4日午前5時50分（ウランバートル時間）、米フロリダ州のケネディ宇宙セン
ターからモンゴル初の人工衛星「マザーライ」が宇宙に打ち上げられた。
  この人工衛星はモンゴルの希少動物、ゴビ熊「マザーライ」にちなんで命名され
た。予定通り、スペースX社のファルコン9ロケットが人工衛星を軌道に乗せた。国
際宇宙ステーションへの到達は5日となっている。この人工衛星の打ち上げは、単
独宇宙研究、衛星写真に基づいたより正確な地図の作成、防災など、我が国の新た
な可能性を開く。
  人工衛星マザーライはモンゴル大学の研究者、教授陣、学生らが日本の九州工業
大学と共同で作製した。衛星開発プロジェクト（BIRDS Satellite Project）はモ
ンゴルの初めての人工衛星の作製と打上げに協力した。我が国のほか、ナイジェリ
ア、ガーナ、バングラデシュもこのプロジェクトに参加している。モンゴルは情報
を入手するために、地上から400キロ上空の自国の衛星と1日に5〜6回通信すること
ができる。プロジェクトメンバーの談話によると、モンゴルの2つ目の人工衛星の
打ち上げは2019年に予定されている。（MONTSAME 6月5日）

  ◇  モンゴルで製油所建設が本格始動  ◇

  モンゴル政府が、長年の懸案だった製油所の建設を決定した。
  モンゴルには現在、大型の製油所がない。その結果、燃料の大部分はロシア、特
にイルクーツク州から供給されている。同時に、モンゴルの鉱物資源評議会は国内
の石油の確定総埋蔵量を16億トンとし、アメリカのSovereign Exploration 
Associates社の専門家は40億〜50億トンと評価している。
  国営の「モンゴル製油所」社が設立された。同社は製油所建設プロジェクトの枠
内で、契約ベースでの事業主体の機能と責任を負う。製油所建設は、国家予算、鉱
業・重工業省予算から資金を調達する。政府はこの決定を6月7日の定例閣議で行っ
た。
  現地マスコミの8日の報道によると、最大級の製油所は、複数の油田が存在する
北東部のヘンティー県にできる。製油所は2021年には竣工する予定で、石油製品の
輸入依存度を軽減するとみられている。このプロジェクトの実施は鉱業・重工業省
が監督する。
  内閣はモンゴル政府とインド政府の間の10億ドル規模の融資枠組協定の批准法案
について協議した。協議後、この資金を「モンゴル製油所建設」プロジェクトの実
行に使うことが決まった。（Asia Russia Daily6月8日）

  ◇  モンゴルにユーロスタンダードのセメント工場が完成  ◇

  モンゴルアルト（MAK）社が9日、ドルノゴビ県ダランジャルガラン郡のフフ・ツァ
ブ石灰鉱床の乾式セメント工場をいよいよ稼働させる。もともと今年第1四半期に
稼働開始が予定されていた。
  この工場の年間生産能力はセメント100万トン、石灰100トンとなっている。工場
建設の原価は合計で3億3100万ドルになった。「稼働によって、工場は国内市場の
セメントの需要の30〜40％を満たすだろう。さらに、工場の開設によって、700人
以上の新規雇用を創出することができた」とMAKの広報担当者は伝えた。
  こうして、モンゴル国内には今日現在、8つのセメント工場が国産セメントを生
産している。他7つの工場のセメントの生産力は年間430万トンとなっている。
  MAKは2012年、デンマークのFLSmidth & Co. A/S、イタリアのFercalxと、フフ・
ツァブ乾式セメント生産ラインプロジェクト向けのエンジニアリングと機器供給契
約を締結した。（MONTSAME6月9日、GOGO Mongolia 6月12日）

　━━　対岸ビジネス情報　━━
  
  ◇  北ミサイル頻発　米子ソウル便、日本人客減（山陰中央新報6月3日）

  ◇  北極海航路、活用に本腰　道や経済団体（北海道新聞6月4日）

  ◇  外国人消防団員に是非　地方公務員特別職（西日本新聞6月4日）
  http://www.nishinippon.co.jp/feature/new_immigration_age/article/333143

  ◇  日ロ友好、その先へ　県協会60周年、金沢で植樹（北陸中日新聞6月5日）
  http://www.chunichi.co.jp/article/ishikawa/20170605/CK2017060502000049.html

  ◇  サハリン定期航路　今季第1便、稚内に到着（北海道新聞6月6日）
  http://dd.hokkaido-np.co.jp/news/economy/economy/1-0407391.html

  ◇  モンゴルと本県関係発展に期待　名誉領事館10周年（新潟日報6月6日）

  ◇  ロ沿海地方友好25周年　県が来月ウラジオへ訪問団（北日本新聞6月6日付より）

  ◇  サクランボの国際シンポ開会式　世界の研究者ら集結（山形新聞6月7日）
  http://yamagata-np.jp/news/201706/06/kj_2017060600112.php

  ◇  タマネギ栽培、ユジノで指導　新篠津の農業法人（北海道新聞6月8日）

  ◇  ロシアの企業視察　県が若手経営者を募集（秋田魁新報6月9日）

  ◇  ソウル、大連の県事務所　17年度中にも新方針（新潟日報6月10日）

  ◇  県議会と韓国・済州道議会　8月にも交流協定（東奥日報6月14日）

  ◇  米山知事、初の海外視察　17日までソウル、大連など（新潟日報6月14日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/politics/20170614329590.html

  ◇  サンクトペテルブルクとの交流　国の事業に採択（山形新聞6月15日）

  ◇  道内菓子メーカー　韓国で販路拡大（北海道新聞6月15日）
  http://dd.hokkaido-np.co.jp/news/economy/economy/1-0410633.html

  ◇  道が今年もハルビンで出展　商談会で食品、観光PR（北海道新聞6月16日）
  http://dd.hokkaido-np.co.jp/news/economy/economy/1-0411035.html

  ◇  16年県産日本酒　輸出量、過去最高を更新（新潟日報6月16日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/economics/20170616330070.html

━━━━　エリナ・レター　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　◇　 新保史恵
　　　『変わる留学生と企業』（新潟日報 6月19日）

　　エリナ・レターは⇒　http://www.erina.or.jp/columns-letter/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

━━━━　ERINAインフォメーション　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　◇◇　「孫大剛・中華人民共和国駐新潟総領事講演会」を開催します。

　　○日時　2017年7月20日（木）　14：00〜16：00
　　○会場　朱鷺メッセ2階スノーホール（A)（新潟市中央区）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129829/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　◇◇　『ERINA REPORT (PLUS)』No. 136を発行しました。

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/er/er-2017/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　◇◇　ERINAビジネスセミナー
   　　「中国の産業用ロボット・生産設備産業の動向と可能性」を開催します。

　　○日時　2017年6月28日（水）　14：00〜16：00
　　○会場　万代島ビル11階 NICOプラザ会議室（新潟市中央区）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129612/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　◇◇　　9月にソウルで開催される
　　　　　「2017韓日部品素材調達商談会」「韓国青年人材採用相談会」の参加企業を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募集しています。

　　※「2017韓日部品素材調達商談会」
　　
　　○会期　2017年9月27日（水）
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129642/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　　※「韓国青年人材採用相談会」

　　○会期　2017年9月28日（木）

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/news/129651/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　◇◇　新潟県内高校・中学を対象に
　　　　　　　「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。　

　　○対象　新潟県内の中学・高校の総合学習の時間など（1時限単位） 
　　○実施期間　平成29年5月〜12月
　　○申込　受付中

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/demae/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　◇◇　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会
　　　　では投稿論文を募集しています。　

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/naer/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.313(20170623)

　◇◇　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。　
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